
1 目的
本県児童生徒の学力や学習の状況等を把握・分析し，児童生徒一人一人の課題を明確

にするとともに，各学校が組織的に学習指導における検証改善サイクルの構築・運用に
取り組むことにより，本県児童生徒の学力向上に資する。

2 調査期日　　

平成２８年４月１９日（火）

3 調査対象　　

　小学校　第４学年，第５学年（国語，算数，理科，質問紙）

　中学校　第２学年　　　　　（国語，社会，数学，理科，英語，質問紙）

4 本校の実施状況

　第４学年　　国語　78人　　　算数 78人　　　理科　78人

　第５学年　　国語　62人　　　算数 62人　　　理科　62人

5 留意事項
(1) 本調査は，対象となる学年，実施教科が限られていることや，必ずしも学習指導要領

全体を網羅するものでないことなどから，本調査の結果については，児童が身に付ける
べき学力の特定の一部分であることに留意することが必要となる。

(2) 　本校の傾向等を分かりやすく示すために分類・区分別の平均正答率などを公表した。

(3) 平均正答率の数値は調査結果のすべてを表すものではないため，「本年度の状況」，
「今後の指導の重点」などの分析を併せて記載した。

平成２８年 ９月１６ 日

【調査の概要】

　家庭や地域から「信頼される学校」であるためには，学校の状況や児童の実態を保護者や地域の
方々に十分御理解いただく必要があり，その上で，家庭や地域と一体となって児童を育てることが大
切であると考えています。
　こうした考えから，平成２８年度「とちぎっ子学習状況調査」における本校児童の学力や学習状況
の概要について，以下のとおり公表します。
　また，調査結果は，学習指導の工夫・改善に役立てることが大切ですので，調査結果の分析，指導
の改善策などを併せて掲載します。

 

平成２８年度「とちぎっ子学習状況調査」の結果概要について

宇都宮市立清原南 小学校



宇都宮市立清原南小学校 第４学年【国語】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

49.6 43.5 41.8
44.3 35.9 35.8
56.4 56.3 55.2
74.0 68.2 67.5
49.6 43.5 41.8
44.3 35.9 35.8
56.4 56.3 55.2
74.0 68.2 67.5

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

○平均正答率は74.0％と市の平均正答率（68.2％）
よりも5.8ポイント高い。漢字の読み書きについては，
他の観点に比べると正答率が高く，中でも普段から
目にしたり，書いたりしている漢字について定着率が
高いことが伺える。
●会話文の「　」の使い方を理解していない児童が
見られた。

・会話文に着目して，文章を読んだり書いたりする機
会を増やし，「　」の使い方を理解し使用できるように
していく。伝統的な言語文化

と国語の特質
に関する事項

今後の指導の重点

○平均正答率は49.6％と市の平均正答率（43.5％）
よりも6.1ポイント高い。
●話の中心に気を付けて聞き，意見を述べる問題で
は話し合いのテーマをつかんだり，誰がどんな意見
をもっているのかをつかんだりすることが苦手な児童
が見られる。

・メモを取りながら話を聞く練習を取り入れ，集中して
話を聞き取ったり，大事なことを落とさずにメモに書
いたりする力を身に付けさせる。

○平均正答率は44.3％と市の平均正答率（35.9％）
よりも8.4ポイント高い。
●招待状に入れる二つの内容を一文にまとめて記
述する問題では，Ａ層とＤ層の差が６８．４％あり，文
の記述が定着していない児童が見られる。

・短文づくりや視写，作文指導など，文を書く練習を
意図的に取り入れ，文を書くことに慣れさせるととも
に，基礎的な文の記述を身に付けけさせる。

・教科書の説明文や物語文の読み取りを丁寧に行っ
た上で，初見の文章を読み取る問題に定期的に取り
組ませたり，読書指導にも力を入れたりし，読解力
の向上を図る。

○平均正答率は56.4％と市の平均正答率（56.3％）
とほぼ同じであった。登場人物同士の関係や物語上
の役割を捉えたり，登場人物の性格などについて想
像して読んだりする問題については，どちらも５ポイ
ント以上上回っていた。
●指示語が示す内容を捉える問題については平均
正答率が低かった。また，目的に応じて文書を要約
する問題については，無回答の児童も見られた。

分類
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宇都宮市立清原南小学校 第４学年【算数】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

77.2 70.5 70.3
89.2 80.4 79.6
91.8 79.8 79.7
78.0 68.7 67.5
67.4 58.0 57.2
81.9 74.1 73.7
90.7 79.9 79.5

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

・時刻の読み取りや，時・分・秒の違いや換算は十分に理
解しているが，日常生活の中でも具体的な場面で継続指
導していく。
・距離換算が苦手な児童には，数直線や図などを用いて
視覚的に捉えさせ，換算への手立てをする。

・図形を使った類似問題に取り組み，考え方や解き方の理
解を図る。コンパスや定規の使い方も不十分な児童には，
その都度確認して問題に合わせた使い方ができるよう指
導する。
・図形を分かりやすく板書したり，デジタル教科書を利用し
たりしながら授業展開を工夫し，具体的に説明をすること
で理解を図る。

量と測定

◯平均正答率は89.2％と，市の平均より8.8ポイント
高く，全体的に十分理解している。
●Ｋｍで表された長さをｍの単位に換算する設問で
は正答率は93.4％と非常に高いが，Ａ・Ｂ層とＤ層の
差が22.2％と差があり，換算方法を十分理解できて
いない児童もいる。

◯平均正答率は91.8％と，市の平均より12ポイント
高く，全体的に十分理解している。特に，一つの辺か
ら続きをかいて正三角形を完成する設問では，コン
パスや定規などの使い方を理解しており，正確に図
形を表すことができた。
●指定された大きさのボールが３つ積まれた高さを
求める設問では，正答率がＡ層とＤ層では35.3％の
差があるため，正しく答えを求めるまでの過程を十
分に理解できていない児童がいる。

数量関係

・□を用いた乗法の式に適した場面を選ぶ設問では，正答
率がＡ層とＤ層の差が大きく，多くの児童が未定着である
ため，何度も繰り返し復習していく。
・場面から立式するための情報・数字を選び，□を用いて
式に表すやり方を考えられるよう丁寧に指導する。

観
点

◯平均正答率は77.2％と，市の平均より6.7ポイント
高い。
◯整数を単位分数のいくつ分で表すことを十分理解
しており，正答率も98.7％と非常に高い。
●除法について，余りを適切に処理し，その理由を
書く設問に対して，正答率が市の平均より低く，多く
の児童が苦手としている。計算はできても，説明が
できない傾向がある。

・計算力は十分に理解しているため，引き続き類似問題や
応用問題に繰り返し取り組ませる。ドリルやプリントなどを
有効活用し，自分で進んで取り組む環境や場の設定を
行っていく。
・「なぜそのような計算方法をとったのか」，「どうしてこのよ
うな商と余りがでたのか」などと教師の発問を工夫し，児童
が考えて計算を解くような指導をする。また，自分の言葉
で計算の流れを短く説明したり，ノートに記述したりするな
どと，文章で表す授業展開を取り入れる。

数と計算

今後の指導の重点

  数量や図形についての技能

 数学的な考え方

数量関係

◯平均正答率は78.0％であり，市の平均より9.8ポイ
ント高い。
◯棒グラフの１目盛りの大きさを読み取ることがで
き，内容の読み取りも十分理解しているが，個人差
が見られる。
●□を用いた乗法の式に適した場面を選ぶことを苦
手としており，与えられた条件で表された式から，答
えまで導けず，何を求めればよいのかわからない児
童が多く見られる。

分類・区分 本年度の状況

  数量や図形についての知識・理解
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宇都宮市立清原南小学校 第４学年【理科】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

80.7 74.5 72.9

70.1 59.8 59.2

59.4 51.6 49.7
66.1 58.4 57.7
85.5 77.0 76.2

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

分類・区分 本年度の状況 今後の指導の改善

 物質・エネルギー 物質・エネルギー

生命・地球

・理解はしているものの，その説明をすることが苦手な児
童が見られることから，国語の学習と関連付けながら，事
象や理由を説明する力を身に付けられるようにしていく。

・グラフや実験結果から考察を記述していくことが苦手なこ
とから，観察や実験などで考察する機会を意図的にとり，
考察の仕方を身につけさせていく。

○平均正答率80.7％で市の平均正答率（74..5％）よ
り6.2ポイント高く，県の平均正答率（72.9％）より7.8
ポイント高い。
○虫眼鏡で日光を小さく集めると熱くなることについ
ては正答率１００％と確実に理解できている。物は形
が変わっても重さが変わらないことや，反射させた光
の進み方についても十分に理解できている。
●銅の性質をもとに分類し，その理由を説明するこ
とについての正答率が低く，無回答の児童も見られ
た。

○平均正答率70.1％で市の平均正答率（59.8％）よ
り10.ポイント高く，県の平均正答率（59.2％）より10.9
ポイント高い。
○昆虫や植物の体のつくりについて十分に理解でき
ている。
●日陰の位置の変化と植物の成長を関連付けて考
察するなど，実験したり調べたりした結果から考察
し，記述することが苦手であることが伺える。

物質・エネルギー

生命・地球

本年度

 科学的な思考・表現

 観察・実験の技能

  自然事象についての知識・理解
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宇都宮市立清原南小学校 第４学年児童質問紙調査

★傾向と今後の指導上の工夫
◯「毎日，朝食を食べている。」と肯定的回答した児童が（97.4％）と非常に高く，ほとんどの児童が朝食
をきちんととっている。それにともなって，「早寝，早起きをしている。」「食事のとき，好き嫌いをしないで
食べている。」と肯定的な回答をしている児童は，ともに90％以上を超えている。学区が広く，通学時間
が30分以上かかる児童も多いため，毎日きちんと起きて朝食をとる習慣が身に付いていると考えられ
る。

◯「学習して身に付けたことは，将来の仕事や生活の中で役に立つに思う。」と肯定的回答した児童が
（97.4％）と非常に高く，宿題も自分のためになっていると考えているため，家で宿題の時間を決めて行っ
ている児童が多い。

●教科に関する質問では，国語に対して好きと答える児童は，（63.2％）と市の平均より2.3ポイントと低
く，算数と比べても10ポイント低い。各教科の結果と照らし合わせると，自分の考えを述べたり，説明をし
たりする設問の正答率が全体的に低いため，文章を書くことが苦手としている児童が多いことがわかる。
よって，熟語の意味調べや短文作り，課題に対する振り返りなどの場面で，文章を書く機会を増やし，自
分の気持ちや考えを文章で表現する力を育てたい。



宇都宮市立清原南小学校 第５学年【国語】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

44.3 41.6 37.9
49.7 46.1 46.3
51.9 51.6 49.7
82.0 75.6 74.0
44.3 41.6 37.9
49.7 46.1 46.3
51.9 51.6 49.7
82.0 75.6 74.0

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

読むこと

○平均正答率は市の平均正答率（51.6％）よりも0.3
ポイント上回っている。説明文においては，段落相互
の関係を押さえながら読むことができている。
●物語文においては，叙述を基に，登場人物の気持
ちを想像して読むことが苦手な児童が見られた。

・物語文の読み取りでは，場面の様子や人物の行動，会
話からどのような気持ちでいるか想像できるようにしたり，
登場人物と同じような気持ちになった時の自分の言動を振
り返らせたりするなどして正しく読み取れるようにしていく。

伝統的な言語文化
と国語の特質
に関する事項

○平均正答率は市の平均正答率（72.8％）よりも3ポ
イント高かった。主語・述語の関係や漢字辞典の使
い方についてよく理解している児童が多い。
●漢字の読み書きの問題では，特に４年生までに
習った漢字が未定着である。

・授業の始めなどを利用し，ドリルに取り組ませるながら学
力の定着を図りたい。また，授業中のノート指導におい
て，漢字の書きに注意を促し，正しく丁寧に書けるよう，指
導を継続する。
・どの教科においても習った漢字はいつでも使う習慣が身
に付くように児童に伝えていく。

今後の指導の重点

話すこと・
聞くこと

○平均正答率は市の平均正答率（41.6％）よりも2.7
ポイント高く，これは学校生活や授業中における話し
合い活動が生かされたと考えられる。
●話し合いの問題では，司会者の進行に沿った発
言をしなければいけないと理解できていない児童が
見られた。

・司会者の進行内容をよく聞き，何を発言すればよいのか
を考えて発言できるようにするために，メモを取ったり，質
問内容が分からないときは聞き返したりすることを国語の
話し合いの学習や学級での様々な話し合い活動で指導し
ていく。

書くこと

○平均正答率は市の平均正答率（46.1％）よりも3.6
ポイント上回っている。特に，必要な情報を読み取
り，学級新聞の見出しを選択する問題の正答率が高
かった。
●資料と話し合いを基に，学級新聞に付け足す文を
記述する問題では，条件が全て揃わなかったために
正答にならなかった児童がほとんどだった。

・要点をまとめる，感想や自分の意見・考えを書く活動で
は，いくつかの条件を出し，全てを満たして書けるよう指導
していく。また，条件が満たなかった児童には，何が足りな
いのか具体的に示すことで意識して書けるようにしていく。

分類・区分 本年度の状況
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宇都宮市立清原南小学校 第５学年【算数】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

84.2 73.6 73.7
72.5 56.2 57.7
76.2 66.5 64.2
67.4 58.4 57.5
60.7 46.2 44.1
70.5 51.8 52.0
75.4 56.5 55.2

★指導の工夫と改善 ,○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

数量関係

○平均正答率67.4%で市の平均正答率58.4%より9ポ
イント高い結果になった。
●他の領域に比べて正答率が低い傾向にある。
●活用問題の「折れ線グラフから，イネの草たけの
のびを求め比較する」や「２つのグラフを比べ，発言
が正しくないわけを説明する」の正答率が市の平均
を上回っているが，34.4％，36.1％と低い。

・グラフを正しく読み取るためには，一部分だけを読み取る
だけでなく，全体を見て読み取れるよう指導していく。ま
た，社会科や理科において，資料を読み取る活動が多い
ので，最大値や最小値，折れ線グラフの傾き方などに着
目して読めるよう指導していく。

量と測定

○平均正答率72.5%で市の平均正答率56.2%より16.3ポイ
ント上回っていた。
○面積・角の大きさの正答率は，ほとんど市の正答率を
大幅に上回り，理解できている。
●教室にある黒板のおよその面積を推測する問題の正答
率が市や県の平均を上回っているが，62.3％と低い傾向
にある。

・授業中にさらに身近な物や場所の面積を推測させたり，
実際に測定させる実体験に取り組ませたりして，量感を
養っていく。

図形

○平均正答率76.2%で市の平均正答率66.5%より9.7
ポイント高い結果になった。
●活用問題の「ひし形を対角線で分けた図形が二等
辺三角形になる理由を述べる問題の正答率が市や
県の平均を上回っているが39.3%と比較的低い傾向
にある。

・二等辺三角形や正三角形の性質についてよく理解させ
たり，身近にある様々な形の特徴に関心をもったりできる
よう意欲付けを図っていきたい。

分類・区分 本年度の状況 今後の指導の重点

数と計算

○平均正答率84.2%で市の平均正答率73.6%より10.6ポイ
ント高い。
○かけ算，わり算，小数，分数，億と兆・概数の表し方の
正答率は，市の正答率を大きく上回り，理解できている。
●8.54-2.6のような小数（小数第２位）－小数（小数第１
位）の計算が県の正答率とほとんど同じで市の正答率より
若干上がっているぐらいである。

・小数の筆算では，小数点の位置に気を付けて位取りす
ることを押さえ，計算練習を継続して取り組ませていく。

観
点

 数学的な考え方

  数量や図形についての技能

  数量や図形についての知識・理解

分類 区分
本年度
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域
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宇都宮市立清原南小学校 第５学年【理科】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

66.7 53.7 52.5

72.5 64.9 64.3

69.3 54.7 53.4
59.6 50.8 50.3
73.0 65.7 64.9

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

生命・地球

○平均正答率は市の平均正答率（64.9％）よりも14.6
ポイントも高かった。
●ほとんどの問題で市の平均正答率よりも大きく上
回っていた。しかし，気温とヘチマの茎の伸び方の関
係のグラフを読み取って解答する問題では，グラフ
から，気温と茎の伸び方の関係を見出せない児童が
多く見られた。

・グラフが2つ以上ある場合には，それぞれのグラフから読
み取れることを考えてから，結果を導き出すようにするな
ど，グラフの読み取りだけに終わらないようにしていく。さら
に，他教科でグラフの読み取りが出てきた際にも同じよう
に学習しながら，定着を図っていくようにする。

分類・区分 本年度の状況 今後の指導の重点

物質・エネルギー

○平均正答率は市の平均正答率（53.7％）よりも13
ポイント上回った。
●どの解答も市の平均正答率よりも大きく上回って
いるが，その中でも金属以外の物質が温度によって
体積が変化する問題は，正答率が低かった。

・空気や水の温まり方など目に見えない現象については，
絵や図などを使って分かりやすくし，言葉だけでまとめな
いようにしていく。また．身の回りに同じ現象がないか調べ
たり，理由を考えさせたりして理解を深めていきたい。

観
点

 科学的な思考・表現

 観察・実験の技能

  自然事象についての知識・理解

分類 区分
本年度
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宇都宮市立清原南小学校 第５学年児童質問紙調査

★傾向と今後の指導上の工夫
○「家で学校の宿題をしている」「学校の宿題は，自分のためになっている」に肯定的回答をした児童の割
合は100％であった。これらのことから，学校や地域学校園で推し進めている家庭学習の定着が図られて
いると考えられる。

○「テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ている」（肯定的回答９５．１％），「地域や社会で
起こっている問題やできごとに関心がある」(肯定的回答８３．６％)は，いずれも8割を超えていて，市平均
と比べて高く，身の回りの出来事に関心がある児童が多い。今後は，普段学習していることが世の中の出
来事とどのようなつながりがあるのか指導することで，さらに学習への関心を高めていきたい。

●「家で授業の復習をしている」(肯定的回答５７．４％)，「家でテストで間違えた問題について勉強してい
る」(肯定的回答５９．.0％)と市や県の平均を下回っていて，十分な状況とはいえない。具体的にやり方の
見本を示すなど，児童が自主的に取り組めるように指導していきたい。

●「自分の行動や発言に自信をもっている」(肯定的回答５７．４％)と県や市の平均より低い。これまでの指
導を生かしながら，さらに二人組，グループの中で話すなどの活動を授業で意図的に取り入れたり，自分
の意見を言う機会などを増やたりしながら，発言のよいところを認め，自信が持てるよう支援していきたい。


